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市指定駐車場の

　これからの時期、内丸の市役所裏の駐車場は、市・県民税
の申告や住所異動の手続きなどで大変混み合います。市役所
にお越しの際は、市指定駐車場（地図の 印）を利用すると、
混雑が少なくて便利です。
　市役所の用務先に駐車券を持参し、確認印と所定時間分の
無料券の交付を受けてください。
　なお、身体障がい者用駐車場は市役所本館正面に設けてい
ますのでご利用ください。担当は管財課☎626-7507。

市役所が混み合う時期
地図　市指定駐車場の所在地

ご利用を

【調査について】市内在住の20歳以上の人の中から、２％に当
たる4838人を無作為で選びアンケート調査票を送付。全５テー
マ・26問に、40.7％に当たる1970人から回答をいただきまし
た。回答者の性別と年代別の比率はグラフ１・２のとおりです。
※端数処理や複数回答の設問があるため、それぞれの割合の総計が100

にならない場合があります

　市は２年に一度、市民意識調査を行っています。昨年７月に行った調査の
主な結果をお知らせします。担当は広聴広報課☎626-7517。

市は、インターネットなどを利用したさまざまな行政サービス
の提供に取り組んでいます。あなたは、この電子市役所にどの
ような効果を期待しますか（複数回答）

電子市役所　担当：情報企画室☎626-7514
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男性　42.7％55.5％   女性

無回答1.8％

グラフ１：性別の比率 グラフ２：年代別の比率

30代 13.9％

40代  17.4％

無回答0.9％

17.5％

21.9％  60代  

70歳
以上

20代 6.8％
21.7％

50代
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地区組織※のまちづくり活動で、あなたはどのような活動に
参加したいですか（複数回答）
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盛岡市での文化芸術振興のために必要なことはどのようなこ
とだと思いますか（複数回答）

ここ１年間でどのような芸術鑑賞を行いましたか（複数回答）
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住宅・住環境について重要と思うものは何ですか
（複数回答）
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家庭ごみの減量のためには、ごみの処理を有料化することが有効と
言われていますが、あなたは、ごみの処理を有料化することについ
てどう思いますか

ごみの減量やリサイクルをより一層進めるためには、行政の
どのような取り組みが効果的だと思いますか（複数回答）

住宅・住環境
　　　　　　　担当：建築住宅課☎626-7533

ごみの減量とリサイクルの推進
         担当：廃棄物対策課☎626-3755

文化芸術について
　担当：文化国際室☎626-7524

地域コミュニティ　担当：市民協働推進課☎626-7535

市民意識調査結果

インターネットを通じて各種の
申請手続きが可能になる 　　　　　　　　　　　　　　　　  66.1％

コンビニエンスストアや郵便局、
駅などで各種証明書の発行や施設

予約などが可能になる
  　　　　　　　　　　　　　　　48.8％

インターネットを通じて公共施設
の利用予約が可能になる 　　　　　　　　　　　　　　44.0％

各支所や地区活動センターなどの
公共施設で各種証明書の発行や施

設予約などが可能になる
　　　　　　　　　　　　　40.5％

市のホームページから市政の情報
や地域の情報の取得が可能になる 　　　　　　　　　　　　36.6％

お祭りや交流会などの地区の親睦
を深めるための活動 　　　　　　　　　　　32.0％

清掃や植樹などの環境美化活動 　　　　　　　　　　　30.7％

趣味などの各種サークル活動 　　　　　　　　　26.9％

防災訓練や防災無線の整備などの
防災活動 　　　　　　　　　26.4％

運動会やスポーツ大会など、
地区住民の健康増進のための活動 　　　　　　　　22.0％

音楽（クラシック、ポピュラー、
合唱、民謡など） 　　　　　　　　　　　33.0％

メディア芸術（映画、アニメーシ
ョン） 　　　　　　　　　　　33.0％

美術（日本画、洋画、彫刻、
写真、書道など） 　　　　　　 　　24.4％

伝統芸能（能楽、歌舞伎など） 　　　　9.2％

鑑賞していない 　　　　　　　　　　 30.8％

コンサートや美術展などの開催情
報を提供する 　　　　　　　　　　　　　　　43.6％

コンサートや美術展などの開催を
増やす  　　　　　　　　　　　　35.2％

児童や生徒の文化芸術に対する関
心や興味を高める事業を実施する 　　　　　　　　　　　　35.0％

市民が利用できるホールやギャラ
リーなどの情報を提供する 　　　　　　　　　　28.4％

文化芸術活動をしている団体の情
報を提供する  　　　　　　　　　26.1％

日常の買物、医療・福祉・
文化施設などの利便性 　　　　　　　　　　　　　 42.2％

地震時の住宅の安全性 　　　　　　　　　　　　　 41.9％

台所、トイレ、浴室などの
使いやすさ 　　　　　　　　　　30.2％

住宅の広さや間取り 　　　　　　　　　28.7％

収納の多さ、使いやすさ 　　　　　27.1％

町内会・自治会のエリアをまたぐ
ような活動の実施（子どもの見守

りや福祉活動など）
　　　　　　　　　　　　　　　　48.3％

町内会・自治会との情報共有・
連絡調整機能 　　　　　　　　　　　　　38.5％

行政との情報共有・連絡調整機能 　　　　　　　　　　　33.7％
複数の町内会・自治会、ＮＰＯ、
商店街、企業などが連携協力して

行う活動の実施
　　　　　　　　　　30.7％

地区組織のまちづくり活動は必要
ない 　　　6.8％

地区組織のまちづくり活動や組織には、どのよ
うなことが必要だと思いますか（複数回答）
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資源集団回収などのごみ減量・
リサイクルの活動を支援する         　　　　　　　　　　　　　　　55.9％

ごみの減量やリサイクルの重要性
について説明を行うとともに、広
報紙、ホームページなどを通じて

情報を提供する
        　　　　　　　　　　　　　49.6％

トレイなどの容器包装やレジ袋を
減らすよう、スーパーマーケット

などに働きかける
　                　　　　　　　40.6％

分別収集する資源となるごみの
品目を増やす 　       　　　19.5％

ごみの収集を有料にする 　　　　10.7％

全26問の調査結果は、市役所別館６階の広聴広報課や各支所、各図書館などで閲
覧できるほか、市公式ホームページにも掲載しています。

皆さんの意見を
市政に反映させるために

参加したいまちづくり活動についての設問で、
市民が望む活動の傾向が見て取れました。地区
組織は、そうした活動を偏りなく展開する必要
があると考えます。
また、地区組織の活動と組織の在り方につい
ては、市が推進する「地域協働」に当たる「複

市が住宅施策を展開する際
は、日常生活の利便性や安全
性に関する支援を重視してい
きます。

ここ１年間芸術鑑賞していない市民にその理由を
聞いた設問では、「興味はあるが時間が取れない」
が43.2％と最も高い結果となりました。市は開催
時間に配慮しつつ、事業内容を充実させ、情報提供
の方法を検討していきます。

男性　42.7％55.5％   女性

無回答1.8％

グラフ１：性別の比率 グラフ２：年代別の比率

30代 13.9％

40代  17.4％

無回答0.9％

17.5％
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70歳
以上

20代 6.8％
21.7％

50代

※おおむね中学校の学区
を範囲とする「コミュ
ニティ推進地区」「地
区福祉推進会」などの
こと。複数の町内会・
自治会で構成されます

数の町内会・自治会、ＮＰＯ、商店街、
企業などが連携協力して行う活動の実
施」を必要と考える割合が30.7％でし
た。地域活動とＮＰＯなどの活動をい
かに組み合わせていくかについて、市
は引き続き検討していきます。

ごみ処理の有料化について19年度の調
査結果と比べると、「ごみ処理経費は税金
でまかなうべき」が増え、「納得できる額
なら負担してもいい」が減少。有料化に対
する抵抗感が高まったことがうかがえます。

行政の取り組みについては、分別収集の
品目を増やすことを求める割合に比べて、
資源集団回収などへの支援を求める割合が
高く、行政回収の充実よりも他の活動によ
る回収の活性化が望まれています。

インターネットの普及により、時間や場所にと
らわれない行政サービスの提供が求められていま
す。市は、電子申請や、届け出のオンライン化に
取り組んでいきます。
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19年度の同設問の結果

ごみ処理の経費
は、今までどお
り税金でまかな
うべきだと思う

その他・無回答
分からない

ごみの排出量を減
らすためには負担
もやむを得ない

納得できる額であれ
ば負担してもいい

49.7％

36.0％

34.3％

15.6％

4.7％

13.9％

24.1％

7.6％

8.1％
6.0％

今回の結果
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市環境部ウェブサイトキャラクター
石割メイちゃん

２［広報もりおか 28.２.１］ ［広報もりおか 28.２.１］3


